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軌 14年 4月

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
動
き

。
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

平
成
十
四
年
度
事
業
計
画

・
西
会
社
が
赤
字
脱
却

。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
構
造
改
革
に
伴
う
人
員
構
成
固
ま
る

今
年
五
月
に
新
会
社

へ
大
幅
移
動

・
・
・
・
・
・

電
話
に
出
る
前
に
、
相
手
の
名
前
も
わ
か
る

「ネ
ー
ム

・
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
」
七
月
か
ら
提
供

・

Ｎ
Ｔ
Ｔ
宿
泊
施
設
の
廃
止
に
つ
い
て

・
・
・
・
・
・
・

お
知
ら
せ

ｏ
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

支
部
総
会
の
ご
案
内

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

徳
島
県
支
部

「会
員
増
強
モ
デ
ル
支
部
」
に
選
出
さ
る

平
成
十
三
年
度
事
務
局
長
会
議
を
開
催

・
・
・
・
・
・

第
十
回
編
集
委
員
会
を
開
催

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

平
成
十
三
年
度
第
三
回
理
事
会
を
開
催

・
・
・
・
・
・

三
年
連
続
で
年
金

ス
ラ
イ
ド
据
え
置
き

。
・
・
・
・
・

寿
賀

（白
寿

・
米
寿
）

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
紹
介

Ｎ
Ｔ
Ｔ
美
馬

。
三
好
Ｏ
Ｂ
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
会

・

健
康
の
ぺ
―
ジ

２
型
糖
尿
病
の
味
方
　
低
イ
ン
ス
リ
ン
ダ
イ
エ
ッ
ト

・

人
生
さ
ま
ざ
ま

・
後
半
生
を
生
き
る

。
・
・
・
・
・
・
・

私
は
今

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

テ
ル
ウ

ェ
ル
だ
よ
り

。
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

社
会
福
祉

・
地
域
貢
献
活
動
賛
助
会
に
つ
い
て

・
・
・

「介
護
セ
ン
タ
ー
愛
松
園
」
の
閉
所
に

つ
い
て

。
・
・

「が
ん
保
険
」
の
案
内
に
つ
い
て

。
・
・
・
・
・
・
・

サ
ー
ク
ル
紹
介

（勝
謡
会

。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
徳
島
健
歩
会
）

・
・

Ｍ

。
Ｍ

（
マ
ル
チ
メ
デ

ィ
ア
）

コ
ー
ナ
ー

。
・
・
・
・
・

俳
句

（高
知
）

。
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

物
故
者
叙
位
叙
勲

・
敬
弔

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

表
紙
の
言
葉

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

編
集
後
記

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
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第 118号

鷺

四酢難樺麟柑『脱ｌ

Ｎ
Ｔ
Ｔ
持
株
及
び
東

・
西
会
社
は
、
二
月
二
十
八

日
、
平
成
十
四
年
度
の
事
業
計
画
を
総
務
大
臣
に
認

可
申
請
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
東

・
西
会
社
と
も
に
、
景
気
の

低
迷
、
競
争
の
激
化
、
ア
ク
セ
ス
チ
ャ
ー
ジ
の
値
下

げ
等
に
よ
る
電
話
収
入
の
減
少
と
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド

化
に
伴
う
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
収
入
の
減
少
に
よ
る
収
益
の
落

込
み
を
、
今
年
五
月
か
ら
実
施
す
る
構
造
改
革
に
よ

苫
踪平成 14年度収支計画等

注 1 対前年度増減は、11年度見込に対する増減li。

2 設備投資額のうち、アクセス綱の光化分は、NTT西 。東とも1,300億円。

る
費
用
削
減
に
よ

っ
て
経
常
利
益
を
捻
出
す
る
と
い

う

「減
収
増
益
」
の
収
支
計
画
と
な

っ
て
い
る
。

特
に
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
会
社
を
み
る
と
、
経
常
利
益
○

円

（黒
字
）
を
計
上
し
、
会
社
設
立
以
来
の
目
標
で

あ
る

「赤
字
脱
却
」
を
達
成
す
る
と
し
て
い
る
こ
と

が
特
筆
さ
れ
る
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
会
社
の
事
業
計
画
の
概
要
は
左
表
の
と

お
り
。

【
サ
ー
ビ

ス
計
画
の
特
徴
】

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
関
す
る
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド

（

広
帯
域
）
サ
ー
ビ

ス
と
定
額
料
金

へ
の
ニ
ー
ズ
が
更

に
拡
大
し
て
い
く
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
超
高

速
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
サ
ー
ビ

ス

「
Ｂ
フ
レ

ッ
ツ
」
回

線
を
二
十
五
万
回
線
、

「
フ
レ

ッ
ツ

・
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
」

回
線
を
七
十
五
万
回
線
増
設
す
る
。
こ
れ
に
、

「
フ

レ

ッ
ツ

。
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
」
回
線
十
五
万
回
線
増
設
を
加

え
る
と
フ
レ
ッ
ツ
系
サ
ー
ビ
ス
合
計
で
百
十
五
万
回

線
の
純
増
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
、
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
時
代

へ
向
け
て

の
世
代
交
代
の
中
で
、

「
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
回
線
」
は
七
十

八
万
回
線

（
Ｉ
Ｎ
Ｓ
６４
が
七
十
四
万
、
Ｉ
Ｎ
Ｓ

一
五

〇
〇
が
十
倍
換
算
で
四
万
）
純
減
と
な
る
。

一
方
、
減
少
傾
向
に
あ

っ
た

「加
入
電
話
」
は
四

十
万
加
入
純
増
の
計
画
で
あ
り
、
十
四
年
度
末
施
設

数
は
、
二
千
六
百
十
万
加
入
と
な
る
。

（東

・
西
合

計
で
は
、
年
度
末
施
設
数
は
五
千
百
五
十
八
万
加
入

と
な
り
、
十
四
年
度
内
の

”五
千
万
加
入
割
れ
“
は

避
け
ら
れ
そ
う
。
こ
れ
も
、
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
時
代

に
向
け
た
主
役
交
替
と
し
て
、
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
か
ら
Ａ
Ｄ

Ｓ
Ｌ

〈
ア
ナ
ロ
グ
回
線
〉

へ
の
乗
り
換
え
が
増
え
る

こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
）
。

【
設
備
投
資
計
画
の
特
徴
】

設
備
投
資
額
は
、
前
年
度

（見
込
み
）
よ
り

も
八
百
億
円
減
ら
し
て
四
千
百
億
円
で
あ
る
。

な
か
で
も
、
ア
ク
セ
ス
網
の
光
化
の
た
め
の

投
資
は
前
年
度
よ
り
四
百
億
円
増
加
し
て
、
千

三
百
億
円

（東
会
社
も
同
額
）
と
し
、
各
家
庭

や
オ
フ
ィ
ス
ヘ
光
ケ
ー
ブ
ル
を
引
き
込
む

「加

入
者
光
ケ
ー
ブ
ル
」
を
二
百
六
十
万
心
キ

ロ
メ

ー
ト
ル
増
設
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
十
四
年
度

末
の
光
カ
バ
ー
率
は
５３
％
と
な
る
。
（
十
三
年

度
末
で
は
４２
％
）

一
方
、
電
話
系

へ
の
投
資
は

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

サ
ー
ビ

ス
を
維
持
す
る
程
度
に
す
る
ほ
か
、
Ｉ

Ｓ
Ｄ
Ｎ
の
加
入
者
系
投
資
も
大
き
く
減
ら
し
て

い
る
。

区 分 NTT西日本 NTT東日本 NTT持 株

益

翻

収

耐

総 23,610
1 1,600

24,410
▲ 2,070

3,280

総 費 用
対前年度増減

23,970
▲ 2,500

3,110

益

輔

損

報

常

櫛

経 0

1,400

設備投資額
対前年度増減

4,100
▲ 800

4,100
▲ 900

平成 14年度の主要サービス計画  ①

区 分 NTT西 NTT東 合  計

Bフ レッツ
14年度末施設数

フレッツ.ADSL

14年度末施設数

フレリツ.ISDN

14年度末施設数

フレッ`ソ系合計
14年度末施設数

I N S64
14年度末施設数

▲ 74

加入電話
14年度末施設数 2,610 2,548
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電第 118号

【
収
支
計
画
の
特
徴
】

厳
し
い
事
業
環
境
に
よ
り
、

「総
収
益
」
は
十
三

年
度

（見
込
み
）
よ
り
千
六
百
億
円
減
少
し
、
二
兆

三
千
六
百
十
億
円
と
な
る
が
、

「総
費
用
」
は
構
造

改
革
等
に
よ

っ
て
十
三
年
度
よ
り
三
千
億
円
削
減
で

き
、
二
兆
三
千
六
百
十
億
円
と
な
る
た
め
、

「経
常

利
益
」
は
前
年
度
よ
り
、
千
四
百
億
円
も
改
善
さ
れ
、

○

（プ
ラ
ス
）
を
計
上
。
再
編
当
初
か
ら
赤
字
構
造

だ

っ
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
の
財
務
は
や

っ
と
黒
字

に
転

じ
る
。日―ＩＮＴ領嚇麗脚‐こ革新‐こ響ゎ

へ人頬嚇開鋼ま出Ｆ』

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東

。
西
会
社
は
、
二
月
二
十
八
日
の
十
四

年
度
事
業
計
画
の
発
表
と
合
わ
せ
て
、
今
年
五
月
の

構
造
改
革
後
の
グ
ル
ー
プ
全
体
の
人
員
構
成
を
明
ら

か
に
し
た
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
会
社
に
つ
い
て
み
る
と
、
構
造
改
革
前

は
本
体
四
万
九
千
五
百
人
、
Ｍ
Ｅ
会
社
と
テ
レ
マ
会

社
で
二
万
三
千
人
、
合
計
七
万
二
千
五
百
人
で
あ
る

が
、
構
造
改
革
後
は
、　
一
万
六
千
五
百
人
が
本
体
に

と
ど
ま
り
、
五
万
六
千
人
が
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
会

社

（業
務
移
管
の
た
め
新
た
に
設
立
す
る
設
備
系
、

営
業
系
、
共
通
系
の
二
会
社
）

へ
移
動
す
る
こ
と
に

な
る
。

（表
参
照
）

（参
考
）
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
会
社
を
含
め
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
全
体
で

は
、
三
万
九
千
五
百
人
が
本
体

に
と
ど
ま
り
、

九
万
五
千
人
が
新
会
社

へ
移
る
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
西
日
本
に
お
け
る
設
備
系
、
営
業
系
、
共

通
系
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
会
社
の
組
織
形
態
は
、

現
在
、
最
終
調
整
中
の
模
様
。

―
八

τ
刀電

話
に
出
る
前
に
、
相
手
の
名
前
も
わ
か
る

「
ネ
ー
ム

・
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
」

―
―
今
年
七
月
か
ら
サ

ー
ビ

ス
開
始
予
定

―
―

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
及
び
東
日
本
で
は
、
今
年
七
月

（

予
定
）
か
ら
、
既
に
サ
ー
ビ
ス
中
の

「ナ
ン
バ
ー

・

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
」
の
オ
プ
シ

ョ
ン
と
し
て
、

「ネ
ー

ム

・
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
」
を
提
供
す
る
。

こ
の
サ
ー
ビ

ス
は
、
電
話
が
か
か

っ
て
き
た
時
に

電
話
に
出
る
前
に
、
発
信
電
話
番
号
と
と
も
に
発
信

者
名
を
着
信
側
の
電
話
機
等
に
表
示
す
る
も
の
で
、

こ
れ
に
よ
り
、

「電
話
番
号
だ
け
で
は
誰
か
ら
の
電

一
話
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
お
客
様
の
声
に
応
え
る

と
し
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は

「ナ
ン
バ
ー

。
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
」
の
オ
プ
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
利
用

す
る
に
は

「ナ
ン
バ
ー

・
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
」
の
契
約

が
前
提
で
あ
り
、
そ
の
上
に

「ネ
ー
ム

・
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
」
の
契
約
と

「ヽ
不
―
ム

・
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
」
に

対
応
し
た
電
話
機

（順
次
発
売
の
予
定
）
が
必
要
。

月
額
使
用
料
は
、
住
宅

。
事
務
用
と
も
百
円

（
Ｉ

Ｎ
Ｓ
ネ

ッ
ト

一
五
〇
〇
は
千
円
）
工
事
料
は
無
料
．

（詳
し
く
は

一
一
六
番

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
）

N丁 丁西日本の人員移動

電話をかける時に、発信
者名が相手の電話機等に
通知されるので、安心 し
て電話に出てもらえます。

電話に出る前に、かけて
きた相手の発信者名が発
信電話番号とともに電話
機等に表示さるので、安
,と、して電話に出ることが
できます。

再編成時
の社員数
平成11.7

平成14・ 4

までの退職
。出向者

構造改革
前の社員
数 14.4末

後
数

革
員
Ⅷ

鰍
橿
卿

構

の

9.4

(内訳)

NTT西日本
6.8

ME/テ レマ
2.6

▲2.15

1内訳|

NTT西日本
▲ 1.85

卜IE′
'テ

レマ

▲0.3

7.25

(内訳)

NTT西日本
4.95

ME/テ レマ
2.3

NTT西 日本

アウトソーシ
ング会社
移イ予者
数

(2.85)

5.6

設備系
会 社

(1.7)

3.25

営業系
会 社

(1.1)

2.2

共通系
会 社

(0.05)

0.15

注()内は、退職再雇用者の再掲0人員は想定数的)。

①相手の電話番号
をダイヤル

106-12345678:
I NTT西 日本

:

0発信電話番号とともに

発信者名を表示
②発信電話番号と
発信者名を通知

―- 3 -―



第 118号 四 国 電 友 会

支
部
総
会
の
ご
案
内

各
県
支
部
の
総
会
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
お
誘

い
合
わ
せ
、
多
数
ご
出
席
く
だ
さ
る
よ
う
ご
案
内
し

ま
す
。

▽
愛
媛
県
支
部
　
五
月
二
十
三
日

　

（火
）

愛
媛
県
県
民
文
化
会
館
　
午
前
十
時
か
ら

▽
香
川
県
支
部
　
五
月
二
十
三
日

　

（火
）

玉
藻
公
園
内
披
雲
閣
　
　
午
前
十
時
か
ら

▽
徳
島
県
支
部
　
五
月
十
七
日
　

　

（金
）

徳
島
厚
生
年
金
会
館
　
　
午
後
二
時
か
ら

▽
高
知
県
支
部
　
五
月
十
八
日
　

　

（土
）

Ｎ
Ｔ
Ｔ
プ
ラ
ザ
高
知
　
　
　
午
後
三
時
か
ら

口　
「徳鵠婢戦螂モ（珈
ノレ島鯉級電ビ選出‐引刹「ｄ

会
員
増
強
施
策
の

一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
、
西

日
本

。
東
日
本
地
域
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
二
支
部
を
選

出
し
、
会
員
増
強
施
策
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

い
、
良
好
施
策
を
全
国
的
に
展
開
す
る
こ
と
と
な
り

選
出
さ
れ
た
も
の
で
、

「第

一
回
モ
デ
ル
支
部
打
合

会
」
が
、
二
月
四
日
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
本
社
ビ
ル
で

開
催
さ
れ
、
徳
島
支
部
か
ら
旭
野
支
部
長

。
若
江
事

務
局
長
、
四
国
地
方
本
部
か
ら
松
本
事
務
局
長
が
出

席
、
会
員
の
生
き
甲
斐
施
策
や
早
期
入
会
に
向
け
た

取
り
組
み
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

な
お
、
モ
デ
ル
支
部

の
施
策
は
、
十
三
年
度
末
で

総
括
し
、
十
四
年
度
か
ら
全
国
展
開
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

平
成
十
二
年
度
事
務
局
長
会
議
を
開
催

二
月
二
十
日
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
プ
ラ
ザ
松
山
で
十
三
年
度

事
務
局
長
会
議
を
開
催
。
各
県
支
部
か
ら
、
小
原

（

愛
媛
）
、
秋
山

（香
川
）
、
若
江

（徳
島
）
、
武
田

（高
知
）
事
務
局
長
が
、
地
方
本
部
か
ら
、
芳
野
本

部
長
、
自
石
副
本
部
長
、
藤
本
理
事
、
松
本
事
務
局

長
が
出
席
、
①
組
織
強
化
施
策
　
②

マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
普
及
施
策
　
③
優
先
接
続
制
度
に
対
す
る
取
り
組

み
　
④
平
成
十
四
年
度
事
業
計
画
　
⑤
電
友
会
推
奨

の
団
体
保
険

へ
の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
意
見
交
換

し
ま
し
た
。

第
十
回
編
集
委
員
会
を
開
催

二
月
二
十
五
日
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
プ
ラ
ザ
松
山
で
第
十
回

編
集
委
員
会
を
開
催
。
稲
毛
委
員
長

（愛
媛
）
、
資

延

（香
川
）
、
元
木

（徳
島
）
、
窪
田

（高
知
）
委

員
お
よ
び
芳
野
本
部
長
、
松
本

・
小
原
事
務
局
長
が

出
席
、
平
成
十
四
年
度
の
会
報
発
行
方
針
等
に
つ
い

て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

平
成
十
三
年
度
第
二
回
理
事
会
を
開
催

二
月
二
十
八
日
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
プ
ラ
ザ
松
山
で
第
二
回

理
事
会
を
開
催
。
第
二
十

一
回
四
国
地
方
本
部
総
会

へ
の
提
出
議
案

（平
成
十
四
年
度
事
業
計
画
…
①
会

員
が
生
き
甲
斐
を
感
じ
る
施
策
の
推
進
　
②
Ｎ
Ｔ
Ｔ

グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
支
援

・
協
力
活
動
　
③
会
組
織

の
強
化
策
等
）
を
審
議
し
ま
し
た
。

四
　
国

中
　
国

東
　
北

北
海
道

地
本
別

徳
島
　
支
部

岡
山
　
支
部

岩
手
　
支
部

北
海
道
全
域

モ
デ
ル
支
部

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
十
三
年
度

の
電
友
会
本
部
重
点
施

策
と
し
て
実
施
す
る
も

の
で
、
過
去
三
年
間
、

会
員
増
加
率
が
高
か

っ

た
四
地
方
本
部

（上
表
）

の
中
か
ら
、
四
支
部
が

）

三辮朧赫款
・年牲」鈴“掛謝転置
‐き‐‐―□

共
済
年
金
等
の
公
的
年
金
で
は
、
物
価
の
変
動
に

応
じ
て
自
動
的
に
年
金
の
額
を
改
定
す
る

「物
価

ス

ラ
イ
ド
制
」
が
と
ら
れ
て
お
り
、
消
費
者
物
価
が
下

落
し
た
場
合
に
は
、
年
金
額
を
引
き
下
げ
る
こ
と
に

な

っ
て
い
ま
す
。

平
成
十
三
年
平
均
の
消
費
者
物
価
指
数
は
、
前
年

に
比

べ
〇

・
七
％
下
落
し
た
旨
、　
一
月
二
十
五
日
の

閣
議
に
報
告
さ
れ
て
お
り
、
十
二
、
十
三
年
度
の
特

例
措
置
と
合
わ
せ
て
累
積
で

一
・
七
％
引
き
下
げ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
厚
生
労
働
省
は
、
現
下
の
社
会
経
済
情

勢
に
か
ん
が
み
、
物
価
の
下
落
に
合
わ
せ
て
十
四
年

度

の
年
金
額
を
引
き
下
げ
な
い
よ
う
、
物
価

ス
ラ
イ

ド
の
特
別
措
置
を
行
う
こ
と
を
決
定
し
、
今
通
常
国

会

に

一平
成
十
四
年
度
に
お
け
る
国
民
年
金
法
に
よ

る
年
金
の
額
等
の
改
定
の
特
例
に
関
す
る
法
律
案
」

を
提
出
し
、
現
在
、
国
会
に
お
い
て
審
議
さ
れ
て
い

ま
す

．^
こ
の
法
案
が
成
立
す
れ
ば
、
現
在
受
給
中
の
年
金

）
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第 1 18号 友電国四
ハ
本

は
、
減
額
さ
れ
ず
に
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
消
費
者
物
価
指
数
対
前
年
比
】

十

一
年
△
〇

。
三
％
　
　
十
二
年
△
〇

・
七
％

十
二
年
△
〇

・
七
％
　
　
　
計
　
△

一
・
七
％

（法
案
は
、
二
月
二
十
九
日
に
成
立

「年
金

ス
ラ
イ

ド
の
据
置
き
」
は
決
定
し
ま
し
た
）

平
成
十
四
年

（
一
月

一
日
～
十
二
月
二
十

一
日
）

に
、
自
寿

。
米
寿
を
迎
え
ら
れ
る
方

々
は
次
の
と
お

り
で
す
。

ご
自
愛
の
う
え
、
ま
す
ま
す
の
ご
長
寿
を
お
祈
り

し
ま
す
。

（敬
称
略
　
生
年
月
日
順
）

白
　
寿

　

（
明
治
三
十
七
年
生
）

巨
短

儒
椰

極
阪

鳥
え

旧
示

安
淵
　
堅

一

松
田
　
春
信

氏

　

名

徳
島
通
信
部

松
山
電
話
局

退
職
時
所
属

石
井
町

松
山
市

住

所

米

寿

（大
正
四
年
生
）

愛 媛
ロ

ホ

丸
山
　
山石
雄

近
藤
　
一昌
雄

山
本

　

一
雄

浅
井
　
照
雄

氏

　

名

大
洲
報
話
局

四
国
通
信
局

資
材
配
給
局

松
山
電
話
局

退
職
時
所
属

大
洲
市

松
山
市

住
　
所

）

取
り
合
い
、
協
力
し
て
活
動
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。美

馬
郡
地
区
で
は
、
吉
野
川
に
架
か
る
青
石

・
美

馬

・
美
馬
中
央

・
小
島

・
穴
吹
橋
の
、
取
り
合
い
道

路
、
緑
地
帯
等
の
空
カ
ン
や
ゴ
ミ
拾
い
、
草
取
り
清

掃
、
脇
町
指
定
の
文
化
財

「旧
家
　
長
岡
屋
敷
」
の

草
取
り
清
掃
等
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
模
様
が
町

広
報
誌
に
掲
載
さ
れ
、
町
教
育
委
員
会
か
ら
感
謝
さ

れ
ま
し
た
。

三
好
郡
地
区
で
は
、
当
部
会
結
成
前
か
ら
続
け
て

い
る
特
養
老
人
ホ
ー
ム

「永
楽
荘
」
で
の
、
お
し
め

た
た
み
、
ミ
シ
ン
が
け
、
シ
ー
ツ
交
換
等
の
お
手
伝

い
を
行

っ
て
い
ま
す
。

斎
碁
は
ェ
■
●
わ
た
●
　
環
い

， 姜
鮮
‘
秦
轟
な
ぷ
金
を
オ
ニ
ヽ

ま
も
よ
い今
五
十
静
ス
の
ｒ
北
¨
イ

ぎ
フ́
ン
一■
ソ
諸
多
を
ａ
↓
Ｌ本

ま
し
た

こ
たヽ
ふヽ
楽
韓
ｆ́
風
年

，
れ
ふＩ
て

渫
薔
力
誠
■

，・泉
じ
〓
す

■
ミ
■
ルキ
■
■
繊抒

一・・

口Ｐ‐」肥‐‐Ｔ一様端
ン．たィ好「納十一一　‐‐‐‐‐‐日‐‐□

徳
島
電
友
会
西
部
地
区
通
信
員

三
宅
　
康
之

　

（穴
吹
町
）

当
部
会
は
平
成
八
年
十
月
に
結
成
さ
れ
、
五
年
半

が
経
過
し
ま
し
た
。

会
員
は
、
美
馬
郡

。
三
好
郡
に
在
住
す
る
Ｏ
Ｂ
二

十
名
で
す
が
、
広
域
に
わ
た
る
た
め
、
脇
町
地
区

・

池
田
地
区
に
分
か
れ
る
傾
向
が
あ
る
の
で
、
連
絡
を

さ
さ
や
か
な
活
動
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
を

励
み
に
、
こ
こ
か
ら
が
出
発
点
と
思

っ
て
い
つ
ま
で

も
続
け
て
い
け
る
よ
う
、
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
お
手

伝
い
は
、
活

動
開
始
以
来

六
十
九
カ
月

間

（
二
月
末

で
）

一
度
も

欠
か
さ
ず
続

け
て
お
り
、

昨
年
十
月
に

は
、
永
楽
荘

創
立
二
十
周

年
記
念
日
に

感
謝
状
を
い

た
だ
き
ま
し

高  知 徳 島 香 川 愛 媛

井
上
　
広
次

岡
崎
　
花
子

池
　
　
繁
吉

池
上
　
一
美

久
保
美
代
子

米
田
　
芳
雄

泉
　
　
豊
子

神
田
　
静
恵

西
山
　
秀
男

中
川
喜
代
以
知

仲
　
　
照
恵

植
松
　
次
郎

矢
野

　

寅

五
百
木
三
摩
地

白
井
　
　
登

四
国
通
信
局

高
知
報
話
局

武
蔵
野
通
研

高
知
報
話
局

須
崎
報
話
局

阿
南
報
話
局

徳
島
報
話
局

善
通
寺
報
話

三
本
松
報
話

高
松
電
話
局

高
松
電
話
局

無
線
通
信
部

高
松
電
話
局

四
国
通
信
局

四
国
通
信
局

伊
野
町

高
知
市

佐
川
町

春
野
町

須
崎
市

阿
南
市

鳴
門
市

善
通
寺
市

多
度
津
町

高
松
市

高
松
市

松
山
市

重
信
町

-5-
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第 118号 △

２
型
糖
尿
病
の
味
方

低
イ
ン
ス
リ
ン
ダ
イ
エ
ッ
ト

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
松
山
病
院
　
第

一
内
科
部
長

中
村
　
尚
子

最
近
、
健
康
雑
誌
な

ど
の
見
出
し

で

「低
イ

ン
ス
リ
ン
ダ
イ

エ
ッ
ト

」
と
い
う
の
を
よ
く
見

か
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
が
、
ご
存
知

で
す

か
？「

カ

ロ
リ
ー
制
限
が
い

ら
な
い
。
リ
バ
ウ
ン
ド
も
し
な
い
で
や
せ
る
」
と
い

う
う
た
い
文
句
の
ダ
イ

エ
ッ
ト
法
で
す
。
こ
の
方
法
、

２
型
糖
尿
病
の
食
餌
療
法
に
応
用
で
き
そ
う
な
の
で
、

注
目
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
法
で
す
。

Ｇ
Ｉ

（グ
リ
セ
ミ
ッ
ク

ロ
イ
ン
デ

ッ
ク
ス
）

低
イ
ン
ス
リ
ン
ダ
イ

ッ
ト
で
は
、

「Ｇ
Ｉ
値
」
の

低
い
食
品
を
選
ん
で
食

べ
る
、
と
い
う
の
が
基
本
原

理
。
Ｇ
Ｉ
値
と
い
う
の
は
、
そ
の
食
品
を
食

べ
た
と

き
の
血
糖
値
の
上
が
り
や
す
さ
を
示
す
指
標
で
す
。

一
〇
〇
に
近
い
Ｇ
Ｉ
値
を
持

つ
食
品
ほ
ど
血
糖
を

上
げ
や
す
く
、
低
い
ほ
ど
上
げ
に
く
い
。
具
体
例
は

市
販
の
本
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
食
品
が
持

つ

「カ

ロ
リ
ー
一
と
は
違
い
ま
す
。

同
じ
カ
ロ
リ
ー
な
ら
Ｇ
Ｉ
値
の
低
い
物
の
方
が
血

糖
が
上
が
り
に
く
く
、
血
糖
値
を
下
げ
る
た
め
に
必

要
な
イ
ン
ス
リ
ン
も
少
な
く
て
す
む
と
言
う
わ
け
で

）

す
。

つ
ま
り
、
イ
ン
ス
リ
ン
の
自
己
分
泌
能
力
が
落

ち
て
い
る
糖
尿
病
の
人
に
と

っ
て
も
理
に
か
な

っ
た

食

べ
方
な
の
で
す
。

お
か
ず
し

っ
か
り
、
主
食
控
え
め

具
体
的
に
は
、
Ｇ
Ｉ
値
の
低
い
蛋
白
質

（お
か
ず

に
な
る
も
の
）
は
し

っ
か
り
と
る
。
青
魚
や
大
豆
食

品
は
血
液
を
さ
ら
さ
ら
に
さ
せ
る
作
用
も
あ
り
、
動

脈
硬
化
の
進
み
や
す
い
糖
尿
病
に
は

一
石
二
鳥
。

肉
も
、
脂
の
少
な
い
ヒ
レ
肉
や
さ
さ
身
に
し
た
り
、

し

ゃ
ぶ
し

ゃ
ぶ
で
脂
を
落
と
す
食

べ
方
な
ら
そ
れ
ほ

ど
制
限
し
な
く
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。

油
脂
は
単
独
で
食
べ
て
も
血
糖
は
上
が
り
に
く
い

の
で
す
が
、
デ
ン
プ
ン
と

一
緒
に
と
る
と
血
糖
も
上

が
り
、
し

っ
か
り
蓄
積
さ
れ
て
太
り
ま
す
。
で
す
か

ら
天
ぷ
ら
や
フ
ラ
イ
を
の
せ
た
井
物
は
衣
が
油
を
た

っ
ぷ
り
吸
い
、
ご
飯
が
血
糖
を
著
し
く
上
昇
さ
せ
る

の
で
お
勧
め
で
き
ま
せ
ん
。

主
食
も
選
び
方
次
第

か
と
い
っ
て
、
あ
ま
り
に
も
蛋
白
質

に
偏

っ
た
食

事
は
考
え
も
の
、
主
食
と
な
る
糖
質
も
選
び
方
次
第

で
血
糖
上
昇
を
抑
え
ら
れ
ま
す
。

例
え
ば
ご
飯
や
餅
よ
リ
ス
パ
ゲ
テ
ィ
の
方
が
血
糖

は
上
が
り
に
く
い
。
ま
た
、
白
米
よ
り
玄
米
の
方
が

消
化
吸
収
に
時
間
が
か
か
り
血
糖
も
上
が
り
に
く
く
、

繊
維
質
が
た

っ
ぷ
り
な
の
で
コ
レ
ス
レ

ロ
ー
ル
を
下

げ
る
効
果
も
あ
り
ま
す
。
白
米
に
混
ぜ

て
炊
け
る
玄

米
も
ス
‐
パ
　

で
簡
単
に
手
に
入
り
ま
す
。

主
治
医
と
相
談
を

こ
の
よ
う
に
糟
尿
病
の
方
に
も
勧
め
た
い
ダ
イ
エ

ッ
ト
法
で
す
が
、
ひ
と

つ
ク
ギ
を
刺
し

て
お
き
た
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

う
た
い
文
句
の
よ
う

に

「カ

ロ
リ
ー
を
全
く
気
に

し
な
い
で
よ
い
」
と
い
う
の
は
や
は
り
賛
成
で
き
ま

せ
ん
。
ピ
ー
ナ
ツ
は
Ｇ
Ｉ
値
の
低
い
食
品
で
す
が
、

食
べ
す
ぎ
た
患
者
さ
ん
が
血
糖

コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
乱

し
た
例
も
あ
り
ま
す
。
過
ぎ
た
る
は
、
と
い
う
こ
と

で
し
ょ

う
。

ま
た
、
病
状
に
よ

っ
て
は
か
え

っ
て
害
に
な
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
す
で
に
腎
臓
に
合
併
症

が
出
て
い
る
患
者
さ
ん

の
場
合
、
腎
障
害
で
は
塩
分

と
蛋
白
制
限
が
必
要
な

の
で
要
注
意
。

ま
た
、
１
型
糖
尿
病

の
方
も
、
あ
る
程
度
の
糖
質

を
摂
り
そ
れ
に
見
合

っ
た
イ
ン
ス
リ
ン
の
注
射
を
す

る
こ
と
で
血
液
中
に
ケ

ン
ト
体
が
で
き
る
の
を
抑
制

し
ま
す
か
ら
、
、
極
端
な
糖
質
制
限
は
良
く
な
い
と

思
わ
れ
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は

一
度
主
治
医
と
相
談
し
て
か
ら

始
め
て
く
だ
さ
い
。

０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

Ｎ
丁
下
宿
泊
施
設
の
廃
止
に
つ
い
て

平
成
十
四
年
二
月
末

で
、
左
記
宿
泊
施
設
が
廃
止

さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
Ｎ
Ｔ
Ｔ
健
康
保
険
組
合
直
営
保
養
所

大
山
荘

（大
山
）
　

日
南
荘

（青
島
）

▽
Ｎ
Ｔ
Ｔ
健
康
保
険
組
合
特
約
保
養
所

全
施
設

▽
Ｎ
Ｔ
Ｔ
全
国
宿
泊
施
設

蔵
王
山
荘

（蔵
王
）
　

中
野
ク
ラ
ブ

（東
　
一示
）

房
南
荘

　

（館
山
）
　

銀
鱗
荘

　

　

（横
須
賀
）

厳
船
荘

　

（大
洗
）
　

新
扇
港
荘

　

（神
　
一戸
）

（
‐３
ぺ
‐
ジ
下
段

へ
続
く
）

）
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第 118号

人
か
ら
喜
ば
れ
る
こ
と
が
生
き
が
い

昨
年
九
月
の
敬
老
の
日
に
、
愛
媛
県
で
た
だ

一
人

高
市
沖
見
さ
ん
が

「
エ
イ
ジ
レ
ス
ラ
イ
フ
実
践
者
」

と
し
て
選
ば
れ
た
。

「
エ
イ
ジ
レ
ス
ラ
イ
フ
実
践
者
〕
と
は
、

「年
齢

に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
ら
の
責
任
と
能
力
に
お
い
て
、

自
由
で
生
き
生
き
と
し
た
生
活
を
送

っ
て
い
る
人
」

と
し
て
、
内
閣
府
が
平
成
元
年
以
降
毎
年
全
国
か
ら

選
ん
で
い
る
人
の
こ
と
。

元
気
で
地
域
社
会
と
の
か
か
わ
り
を
持
ち
続
け
て

お
ら
れ
る
高
市
さ
ん
は
、
九
月
十
五
日
の
敬
老
の
日

に
、
鳥
取
県
米
子
市
で
開
か
れ
た

「心
豊
か
な
長
寿

社
会
を
考
え
る
国
民
の
集
い
中

。
四
国

。
九
州
大
会

」
で
内
閣
官
房
長
官
か
ら
書
状
と

エ
イ
ジ
レ
ス
章
を

授
与
さ
れ
た
。

高
市
さ
ん
は
大
正
十

一
年
生
ま
れ
で
、
昭
和
五
十

六
年
三
月
に
電
電
公
社
を
退
職
。
そ
の
後
十

一
年
間

電
友
会
四
国
地
方
本
部
事
務
局
長
を
務
め
た
。

現
在
の
住
所

（松
山
市
祝
谷
）
に
は
昭
和
三
十
四

年
か
ら
お
住
ま
い
で
あ
る
。

高
市
さ
ん
は
元
来
、
好
奇
心

・
探
究
心
が
強
く
、

電
友
会
時
代
に
は
、
昼
休
み
に
近
く
の
県
立
図
書
館

へ
足
を
運
び
、
自
分
の
住
む
祝
谷
地
区
に
関
す
る
疑

問
等
を
調
べ
て
い
た
。

そ
の
頃
、
も
と
は
田
ん
ぼ
ば
か
り
だ

っ
た
こ
の
地

域
に
も
家
が
建
ち
始
め
た
こ
と
も
あ
り
、

「
こ
の
地

の
歴
史
や
由
来
を
残
し
て
お
い
た
ら
喜
ば
れ
る
だ
ろ

う
」
と
思
い
立
ち
、
図
書
館

へ
通

っ
て
資
料
を
収
集

す
る

一
方
、
休
日
や
夜
に
は
地
域

の
古
老
を
訪
ね
て

昔
の
話
を
聞
き
集
め
た
と
か
。

約
四
年
の
準
備
を
経
て
、
平
成
元
年
に
郷
土
史

「

ふ
る
さ
と
祝
谷
」
を
自
費
出
版
し
、
公
民
館
や
図
書

館
等

へ
寄
贈
し
た
。
今
、
地
区
の
盆
踊
り
大
会
や
運

動
会
で
踊
ら
れ
る
高
市
さ
ん
作
詩

の

「祝
谷
音
頭
」

も
こ
の
本
で
発
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
本
を
知

っ
て
、
松
山
市
日
浦
地
区
か
ら
、
高

市
さ
ん
に
郷
土
史
の
編
集
に
つ
い
て
協
力
依
頼
が
あ

っ
た
。

「頼
ま
れ
た
ら
イ
ヤ
と
言
わ
ず
誠
心
誠
意
対

応
す
る
」
高
市
さ
ん
は
、
休
日
や
夜
を
中
心
に
そ
の

地
区

へ
通
う
こ
と
約
二
年
。
平
成
三
年
に
は
郷
土
史

「
日
浦
の
里
」
の
出
版
と
な

っ
た
。

次
に
手
が
け
た
の
が
、
方
言
に

つ
い
て
ま
と
め
て

み
よ
う
と
い
う
こ
と
だ

っ
た
。
そ
の
ヒ
ン
ト
は
、
東

京
に
住
ん
で
い
る
お
孫
さ
ん
と
電
話
で
話
す
時
な
ど

に
、
何
の
気
な
し
に
高
市
さ
ん
が
使
う
方
言
を
お
孫

さ
ん
が
面
白
が
る
こ
と
か
ら
得
た
そ
う
だ
。

地
域
の
世
話
役
な
ど
多
忙
な
中
で
、
執
筆
に
約
二

年
を
要
し
、
平
成
八
年
に
千
三
百
余
の
例
文
に
ま
と

め
た

「松
山
あ
た
り
の
昔
こ
と
ば
」
と
し
て
出
版
の

運
び
と
な

っ
た
。

こ
の
本
も
自
費
出
版
で
、
市
内
の
す
べ
て
の
小

。

中
学
校
と
公
民
館
や
図
書
館
に
寄
贈
し
た
が
、
本
が

取
り
持

つ
縁
で
、
日
本
語
学
を
専
攻
す
る
愛
媛
大
学

の
教
授
に
方
言
に
関
す
る
デ

ー
タ
を
提
供
す
る
な
ど

の
交
流
も
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

現
在
、
高
市
さ
ん
は
道
後
公
民
館
の
啓
発
活
動
部

長
で
も
あ
る
が
、
編
集
を
手
が
け
て
い
る
公
民
館
報

が
平
成
十
年
に
は
、
愛
媛
県
内
で
最
優
秀
賞
を
受
け

て
い
る
。

ま
た
、
地
区
の
お
年
寄
り
の
会
で
あ
る

「祝
谷
長

寿
会
」
の
会
長
と
し
て
、

「思
い
出
集
」
の
発
行
を

平
成
五
年
の
第

一
号
以
来
続
け
て
い
る
。

こ
の

「思
い
出
集
」
は
、
会
員
か
ら
の
原
稿
を
も

と
に
高
市
さ
ん
が
ワ
ー
プ

ロ
で
打

つ
、
自
分
た
ち
の

本
で
あ
る
。
会
員

一
人
ひ
と
り
の
長
い
人
生
の
中
で

の
苦
労
話
や
楽
し
か

っ
た
こ
と
な
ど
、
自
分
の
綴

っ

た
文
章
が
活
字
に
な
り
形
と
な
る
こ
と
で
、
お
年
寄

り
が
喜
ん
で
く
れ
る
ほ
か
、
そ
れ
を
読
ん
だ
家
族
か

ら
も

「記
念
に
な
る
」
と
感
謝
さ
れ
る
な
ど
、
高
市

さ
ん
も
驚
く
反
響
と
の
こ
と
。

こ
の
よ
う
な
声
を
励
み
に
、
現
在
、
第
五
号
の
発

行
に
向
け
て
準
備
中
の
ご
様
子
。

先
般
、
高
市
さ
ん
は

「郷
上
の
歴
史
研
究
活
動
優

良
者
」
と
し
て
、
県
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会

か
ら
表
彰
ル
」受
け
た
ほ
か
、
講
演
や
史
跡
巡
り
の
ガ

イ
ド
を
頼
ま
れ
る
な
ど
活
動
範
囲
は
実
に
広
い
。

今
回
、
昼
食
を
ご

一
緒
し
な
が
ら
お
話
を
う
か
が

っ
た
が
、
途
中
で
、
隣
の
テ
ー
ブ
ル
に
い
た
五
～
六

人
の
女
性
グ
ル
ー
プ
に
、
即
興
の
手
品
を
披
露
し
、

そ
の
場
で
指
導
も
す
る
と
い
う
身
軽
さ
と
行
動
力
を

発
揮
さ
れ
た
。
手
品
は
十
年
く
ら
い
前
か
ら
始
め
ら

れ
た
そ
う
だ
が
、
健
康
維
持
の
秘
訣
は

「頭
と
手
先

を
使
え
！
」
そ
し
て

「実
行
と
継
続
が
大
事
―
」
と

お

っ
し

ゃ
る
通
り
の
情
景
だ

っ
た
。

「和
顔
愛
語
」

（
わ
げ
ん
あ
い
ご
）
を

モ
ッ
ト
ー

と
し
、

「人
が
喜
ん
で
く
れ
る
の
が
生
き
が
い
」
と

お

っ
し

ゃ
る
高
市
さ
ん
は
、

「松
山
あ
た
り
の
昔
こ

と
ば
」
の
改
訂
版
を
執
筆
中
の
ほ
か
、
ま
だ
ま
だ
し

た
い
こ
と
が

一
杯
あ
る
と
の
こ
と
。
ま
さ
し
く

エ
イ

ジ
レ
ス
ラ
イ
フ
を
実
践
中
で
あ
る
。
今
回
、
お
会

い

し
て
、　
一
回
り
以
上
年
齢
差
の
あ
る
高
市
さ
ん
か
ら

「元
気
」
を

い
た
だ
い
た
思
い
が
し
た
。

（稲
毛
編
集
委
員
長
　
記
）
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第 118号

◇
　
市
川
　
秀
幸

　

（須
崎
市
）

退
職
し
て
九
年
に
な
り
ま
し
た
。
退
職
直
後
か
ら

テ
ル
ウ

ェ
ル
の
お
世
話
で
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
関
係
の
請
負
作

業
を

一
カ
月
に

一
週
間
位
お
手
伝
い
し
、
今
も
続
け

け
て
い
ま
す
。

退
職
後

一
年
位
経

っ
た
頃
、
心
筋
梗
塞
を
患
い

一

か
月
間
入
院
し
ま
し
た
。
そ
の
後
回
復
し
、
今
で
は

健
康
そ
の
も
の
で
す
。
し
か
し
、
薬
と
の
付
き
合
い

は
続
い
て
い
ま
す
。
や
は
り
健
康
第

一
と
考
え
、　
一

日

一
万
歩
を
目
標
に
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、
時
に
は
山
登

リ
グ
ル
ー
プ
と
山
歩
き
、
時
期
に
よ

っ
て
は
野
菜
作

り
と
励
ん
で
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
健
康
を
お
祈
り
し
ま
す
。

◇
　
井
上
　
春
子

　

（
野
市
町
）

皆
様
お
元
気
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

今
年
十
月
に

「よ
さ
こ
い
高
知
国
体
」
が
開
か
れ
、

地
元
の
総
合
体
育
館
で
は
新
体
操
競
技
が
行
わ
れ
ま

す
。公

民
館
の
改
修
や
オ
バ
サ
ン
集
め

（食
事
の
お
世

話
係
）
に
走
り
ま
わ

っ
て
い
ま
す
。

趣
味
で
始
め
た
家
庭
菜
園
、
無
農
薬
の
野
菜
作
り

で
す
が
、
、
こ
れ
か
ら
園
芸
の
作
業
が
多
く
な
り
ま

す
。
暇
を
み
て
は
畑
仕
事
に
精
を
出
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
健
康
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

●
・　
小
笠
原
　
良
子

　

（土
佐
山
田
町
）

三
年
前
か
ら
入
退
院
を
繰
り
返
し
て
い
た
夫
、
介

護
の
甲
斐
も
な
く
昨
年
九
月
他
界
致
し
ま
し
た

）^

そ
の
節
は
電
友
会
の
方
に
は
御
厚
情
あ
り
が
と
う

）

ご
ざ
い
ま
し
た
。

退
職
後
十
七
年
に
な
り
ま
す
が
好
き
な
農
業
を
し
、

米

・
野
菜
等
農
協

へ
出
荷
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
は

休
ん
で
い
ま
す
。
作
る
喜
び
を
体
験
し
、
人
を
雇

っ

て
で
も
農
業
は
続
け
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

今
は
、
少
し
心
の
落
ち
着
き
も
と
り
も
ど
し
、
切

干
大
根
を
毎
日
干
し
て
居
り
ま
す
。
地
域
で
は
町
の

更
生
保
護
婦
人
会
の
仕
事
に
生
き
甲
斐
を
感
じ
、
明

る
い
社
会
づ
く
り
の
お
手
伝

い
を
し
て
お
り
ま
す
。

◇
　
尾
崎
　
哲
明

　

（松
山
市
）

退
職
後
二
十
年
、
喜
寿
を
迎
え
、
ま
だ
必
要
と
さ

れ
、
中
央
市
場
の
朝
市
で
八
百
屋
の
手
伝
い
を
し
て

い
る
。
変

っ
た
仕
事
は
面
白

い
。

町
内
で
は
審
議
委
員
、
広
報
委
員
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
、
ボ
ー
リ
ン
グ
、
獅
子
舞
保
存
会
の
メ
ン
バ
ー

等
を
や

っ
て
い
る
。
船
釣
り
は
月
二
回
以
上
、
お
蔭

で
花
鉢
の
面
倒
が
見
れ
な
い
。
病
気
と
は
縁
遠
い
。

子
供
達
も
そ
れ
ぞ
れ
の
道
で
、
老
人
二
人
体
調
で

も
悪
く
な

っ
た
ら
あ
の
世
行
き
と
、
人
様

の
邪
魔
に

な
ら
な
い
範
囲
で
生
き
て
い
る
。

世
の
中
の
変
化
を
追

っ
て
行
け
な
い
。
余
生
と
あ

き
ら
め
、
の
ん
び
り
再
度
お
四
国
詣
り
で
も
し
て
楽

し
み
た
い
。
会
報
は
大
変
で
面
倒
と
思
う
が
楽
し
い

情
報
源
で
す
。

◇
　
河
田
　
秋
義

　

（丸
亀
市
）

退
職
し
て
十
年
目
の
平
成
七
年
九
月

一
日
に
癌
の

手
術

（尿
管
ガ
ン
）
。　
一
ケ
月
余
り
入
院
治
療
を
経

て
、
現
在
、
家
内
と
二
人
で
元
気
に
暮
し
て
い
ま
す
３

五
年
間
の
通
院
生
活
を
経
験
し
、
体
力
回
復
の
た

め
四
国
八
十
八
カ
所
と
高
野
山
、
四
国
別
格
二
十
霊

場
、
西
国
三
十
三
観
音
霊
場
を
巡
拝
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
今
は
七
十
六
才
、
ま
だ
頑
張
れ
ま
す
。

お
か
げ
で
再
発
も
せ
ず
丸
亀
城
周
辺
を
散
歩
す
る

よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

◆
　
河
野
　
和
宣

　

（砥
部
町
）

気
が

つ
け
ば
、
退
職
し
て
早
く
も
十
年
と
な
る
。

張
り
詰
め
て
勤
め
た
四
十
二
年
か
ら
す
れ
ば
、
何

と
も
早
い
年
月
で
あ

っ
た
こ
と
か
…
…
。

昨
年
、
県
の

「Ｉ
Ｔ
講
習
」
の
受
講
を
き

っ
か
け

に
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
に
挑
戦
し
て
お
り
ま
す
。
幸
い

に
も
、
愛
媛
電
友
会
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
に
参
加
さ
せ

て
頂
き
、
ベ
テ
ラ
ン
Ｏ
Ｂ
の
懇
切
丁
寧
な
ご
指
導
を

う
け
な
が
ら
、
少
し
ず

つ
知
識
を
習
得
し
て
お
り
ま

す
。こ

れ
か
ら
も
、
ま
だ
ま
だ
Ｏ
Ｂ
諸
氏
の
お
世
話
に

な
り
な
が
ら
、
今
し
ば
ら
く
ボ
ケ
防
止
も
兼
ね
て
、

頑
張

っ
て
み
た
い
も
の
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

◇
　
近
藤
　
健
策

　

（松
山
市
）

Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
退
職
し
て
十
三
年
、
加
齢
と
と
も
に
高

く
な

っ
て
き
た
血
圧
と
仲
良
く

つ
き
あ
い
な
が
ら
、

最
近
は
趣
味
の
写
真
を
楽
し
ん
で
い
る
。

三
脚
と
カ
メ
ラ
を
持

っ
て
写
友
と
四
季
折
々
の
風

景
を
求
め
て
近
く
の
山
や
渓
谷
に
出
か
け
る
。
ま
た

年
に
何
回
か
は
写
真
ツ
ア
ー
に
参
加
し
、
北
海
道
や

東
北

へ
も
足
を
の
ば
し
て
い
る
。

写
し
た
ポ
ジ
は
、
写
真
教
室
や
同
好
会
で
講
師
や

先
輩
の
指
導
を
受
け
る
と
と
も
に
、
他
の
人
の
ポ
ジ

を
見
て
何
か
を
感
じ
取
れ
れ
ば
、
そ
の
う
ち
に

一
つ

位
、
傑
作
も
で
き
る
だ
ろ
う
と
楽
し
み
頑
張

っ
て
い

る
毎
日
で
す
ｃ
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第 118号

）

●
ツ　
坂
本
　
廣
延

　

（松
山
市
）

「酒
債
は
尋
常
行
く
処
に
有
り
、

人
生
七
十
古
来
稀
な
り
」

と
い
う
杜
甫
の
典
江
の
詩
が
あ
り
ま
す
が
、
潤
沢
な

食
糧
事
情
と
医
療
の
発
達
の
お
蔭
げ
で
、
幼
少
時
に

は
脆
弱
だ

っ
た
私
も
、
そ
の
古
稀
に
達
し
、
我
が
事

な
が
ら

”も
う
そ
ん
な
年
に
な

っ
た
か
“
と
感
嘆
且

つ
感
謝
し
て
い
る
次
第
で
す
。

退
職
後
は
、
私
も
人
並
に
地
域
の
世
話
役
を
し
た

り
、
あ
れ
こ
れ
と
趣
味
や
習
い
事
も
し
ま
し
た
が
、

現
在
は
県
の
老
人
大
学
に
通

っ
た
り
、
パ
ソ
コ
ン
遊

び
や
陶
芸
等
の
他
週
三
回
の
硬
式
テ
ニ
ス
等
で
毎
日

を
楽
し
く
且

つ
忙
し
く
頑
張

っ
て
過
ご
し
て
い
ま
す
。

◆
　
下
田
　
　
勝

　

（土
佐
清
水
市
）

公
社
を
退
職
し
て
早
く
も
十
八
年
に
な
り
ま
す
．

数
年
前
よ
り
、
ひ
ざ
関
節
症
に
な
り
月
二
回
通
院

加
療
中
で
す
。
最
近
だ
い
ぶ
ん
よ
く
な
り

一
日
で
も

早
い
快
復
を
と
頑
張

っ
て
お
り
ま
す
。

今
は
、
高
知
市
に
住
む
孫
か
ら
の
電
話
が
何
よ
り

の
楽
し
み
で
あ
り
、
良
薬
で
す
。

皆
様
の
御
健
勝
を
御
祈
り
致
し
ま
す
。

◇
　
白
川
　
康
弘

　

（高
知
市
）

早
い
も
の
で
退
職
し
て
早
七
年
が
過
ぎ
、
第
二
の

就
職
先
も
六
年
間
勤
め
、
昨
年
二
月
末
で
退
職
し
ま

し
た
。
三
十
五
才
で
野
球
の
審
判
員
に
な
り
、
ノ
ン

プ

ロ
、
高
校
野
球
、
中
学
野
球
、
学
童
野
球
の
審
判

員
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
七
年
か
ら
は
、
軟
式

野
球
だ
け
に
し
て
、　
一
年
百
二
十
試
合
程
度
の
審
判

を
こ
な
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
高
知
国
体
が
あ
る
の
で
、
健
康
に
気
を

つ
け

一
層
頑
張
ら
な
く
て
は
と
思

っ
て
い
ま
す
。

●
　ヽ
陶
山
　
靖
子

　

（牟
礼
町
）

退
職
し
て
早
や
二
十
二
年
を
経
よ
う
と
し
て
い
る
。

田
舎
生
活
故
、
父
母
の
高
齢
化
に
よ
り
家
事
の
必

要
に
迫
ら
れ
た
の
が
家
庭

へ
の
引
き
籠
も
り
の
始
ま

り
で
、
そ
の
後
、
息
子
の
結
婚
、
孫
の
誕
生
と
忙
し

さ
の
中
に
主
婦
生
活
に
専
念
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

孫
た
ち
も
今
は
中

一
・
小
五
と
成
長
し
、
や

っ
と

多
少
の
ゆ
と
り
も
出
来
た
か
と
思
う
と
早
や
高
齢
者

の
仲
間
入
り
。
ジ

ョ
キ
ン
グ
も
し
、
こ
れ
か
ら
の
残

さ
れ
た
人
生
、
出
来
る
だ
け
自
分
に
あ

っ
た
充
実
の

日
々
を
送
り
た
い
と
頑
張

っ
て
い
る
。

◆
　
高
市
　
沖
見

　

（
松
山
市
）

退
職
後
二
十

一
年
、
間
も
な
く
八
十
歳
で
す
が
、

何
と
か
元
気
で
公
民
館
や
老
人
ク
ラ
ブ
の
世
話
の
傍

ら
、
郷
土
史
や
方
言
集
の
発
行
、
無
償
配
付
、
居
住

地
の
音
頭
を
作
る
な
ど
色
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
為
か
愛
媛
県
の

「輝
く
高
齢
者
」
や
小
学
校

の

「わ
が
校
区
の
人
材
」
に
推
挙
さ
れ
た
り
、
昨
年

九
月
に
は
米
子
市

で
福
田
官
房
長
官
か
ら
書
状
と

エ

イ
ジ
レ
ス
章
を
頂
き
、
先
日
は
愛
媛
県

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
推
進
協
議
会
か
ら

「郷
上
の
歴
史
研
究
活
動
優
良

者
」
と
し
て
過
分

の
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
体
の
続
く
限
り
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
　
武
田
　
　
土早
　

（高
知
市
）

Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
退
職
し
早
や
七
年
に
な
り
ま
す
。
退
職

後
テ
ル
ウ

ェ
ル
に
五
年
間
勤
務
、
昨
年
四
月
か
ら
日

本
メ

ッ
ク
ス
で
お
世
話
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

今
パ
ソ
コ
ン
に
夢
中
で
す

（仕
事
上
必
要
）
。
当

初
は
文
字
通
り
夢

に
ま
で
キ
ー
ボ
ー
ド
が
浮
か
ん
で

き
て
寝
不
足
の
日
が
何
日
か
続
き
ま
し
た
。
元
来
機

械
に
は
弱
い
方
で
す
が
、
な
ん
と
か
日
常
の
仕
事
上

）

の
こ
と
は
操
作
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ほ

っ
と
し
て

い
る
今
日
今
頃
で
す
。
休
日
に
は
時
々
指
の
運
動

（

パ
チ
ン
コ
資
金
が
有
れ
ば
）
。
又
、
孫
と
近
く
の
遊

園
地

へ
行
き
、
の
ん
び
り
と
過
ご
し
て
い
ま
す
。

◆
　
多
田
羅
　
恒
男

　

（飯
山
町
）

増
え
る
も
の
は
年
の
数
、
少
な
く
な
る
の
は
頭
の

毛
。
昨
日
の
こ
と
は
忘
れ

っ
ぼ
く
、
残
る
も
の
は
悪

さ
根
性
。

我
家
で
は
、
二
太
郎

一
姫
の
孫
達
に
囲
ま
れ
、
変

化
の
多
い
日
々
を
送
り
、
自
治
会
内
で
は
退
職
者
と

そ
の
妻
で

「あ
ん
だ
ら
会
」
を
結
成
し
、
毎
月

一
回

会
合
を
持
ち
、
四
十
年
近
く
留
守
家
庭

（留
守
家
庭

同
様
）
を
守

っ
た
妻

の
喜

（怒
）
怒
哀
楽
に
男
共
は

耳
を
取
ら
れ
、
元
気
付
け
ら
れ
毎
日
農
作
業
に
励
ん

で
い
ま
す
。

又
、
余
暇
を
見
て
旅
行

・
カ
ラ
オ
ケ
等
に
挑
戦
し

て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

今
後
の
余
生
、
元
気

一
番
、
現
金
二
番
。

◆
　
田
所
　
安
美

　

（丸
亀
市
）

現
在
息
子
夫
婦
と
私
二
人
家
族
で
す
。
内
孫
二
人

は
県
外
に
就
職
し
て
い
ま
す
。
十

一
年
六
月
突
然
右

す
ね
関
節
が
痛
み
入
院
、
同
年
八
月
退
院
し
ま
し
た

退
院
後
歩
く
こ
と
が
で
き
ず
、
車
椅
子
の
生
活
を

し
て
い
ま
し
た
。
知
人
か
ら
デ

ィ
サ
ー
ビ

ス
に
行

っ

た
ら
、
友
達
も
出
来
る
か
ら
と
、
話
が
あ

っ
て
行
く

こ
と
に
な
り
、
現
在
週
二
回
行

っ
て
い
ま
す
。

幸
い
友
達
も
多
く
で
き
会
話
に
カ
ラ
オ
ケ
等
、
私

の
老
後
に
生
き
甲
斐
を
感
じ
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

今
は
元
気
で
デ
ィ
サ
ー
ビ

ス
に
行

っ
て
い
ま
す
。

家
で
は
足
の
リ

ハ
ビ
リ
に
専
念
し
て
い
ま
す
。
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◆
　
堤
　
　
一呂
数

　

（板
野
町
）

退
職
後
早
く
も
十
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
共
済
会
で

福
祉
六
年
、
更
に
看
視
業
務
二
年
と
お
世
話
に
な
り

お
蔭
様
で
元
気
で
す
。
退
職
当
時
、
自
分
で
事
業
も

考
慮
し
ま
し
た
が
、
再
就
職
と
な

っ
た
の
も
、
諸
先

輩
の
御
配
慮
と
有
り
難
く
思

っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
間
、
平
成
十
年

『朱
鷺
の
殿
様
』
と
い
う
歴

史
小
説
集
を
出
版
し
ま
し
た
が
、
こ
の
三
月
東
京
の

文
芸
社
か
ら
再
版
さ
れ
、
全
国
販
売
ル
ー
ト
に
乗
る

こ
と
と
な
り
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

店
頭
に
並
び
ま
し
た
ら
、
手
に
取

っ
て
や

っ
て
く

だ
さ
い
。

◆
　
永
井
　
　
弘

　

（松
山
市
）

足
腰
の
機
嫌
を
取
り
な
が
ら
、
庭
の
草
花
い
じ
り

や
、
時
折
り
趣
味
の
水
墨
画
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

ど
う
し
て
も
寄
る
年
波
に
勝
て
ず
、
老
化
現
象
に

抵
抗
し
て
い
る
毎
日
で
す
。

◇
　
馬
場
　
郁
央

　

（丸
亀
市
）

早
い
も
の
で
退
職
し
て
十
三
年
余
り
、
そ
の
間
五

年
余
り
民
間
の
移
動
体
基
地
局
、
Ｊ
Ｒ
等
の
電
気
通

信
工
事
に
従
事
し
ま
し
た
。

こ
れ
と
い
っ
た
趣
味
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
三
十
数

年
ゴ
ル
フ
だ
け
は
続
け
て
い
て
、
毎
月

一
回
の
Ｏ
Ｂ

コ
ン
ペ
に
は
参
加
し
楽
し
い

一
時
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。健

康
維
持
の
た
め
、
毎
日
の
ジ

ョ
キ
ン
グ
と
四
季

の
野
菜
作
り
、
庭
本
の
手
入
れ
、
果
樹
の
栽
培
、
花

作
り
、
芝
生
の
手
入
れ
等
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
育

て
る
こ
と
の
楽
し
み
を
味
わ

っ
て
い
ま
す
．^

又
、
亀
友
会
の
歩
こ
う
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

）

雨
の
日
な
ど
は
、
パ
ソ
コ
ン
相
手
の
囲
碁
、
将
棋

等
ゲ
ー
ム
に
熱
中
し
、
近
い
う
ち
に
孫
達

（男
五
人

）
と
メ
ー
ル
交
換
を
す
る
た
め
勉
強
中
で
す
。

現
在
、
家
内
と
二
人
の
生
活

で
す
が
、
た
ま
に
帰

っ
て
く
る
孫
の
顔
を
見
る
の
が
何
よ
り
の
楽
し
み
で

す
。

◇
　
浜
田
　
美
佐
子

　

（高
知
市
）

近
況
を
お
尋
ね
く
だ
さ
い
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
公
社
退
職
以
来
平
成
六
年
ま
で
は
、
病

気
な
ど
し
た
こ
と
も
な
く
、
元
気
で
お
り
ま
し
た
が
、

平
成
六
年
二
月
脳
梗
塞
で
倒
れ
五
十
日
余
り
入
院
し

ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
左
手
足
が
不
自
由
に
な
り
、
そ
れ
か

ら
は
次
々
と
病
気
ば
か
り
で
、
毎
日
病
院
通
い
の
生

活
で
す
。
本
当
に
年
は
取
り
た
く
な
い
で
す
ね
。

ど
う
か
皆
様
も
お
体
に
気
を

つ
け
て
頑
張

っ
て
下

さ
い
ま
せ
。◇

　
深
田
　
久
雄

　

（伊
野
町
）

Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
三
十
九
年
間
お
世
話
に
な
り
、
平
成
二

年
松
山
で
退
職
。
そ
の
後
は
、
生
ま
れ
故
郷
の
伊
野

町

へ
帰
り
、
量
販
店
や
病
院
等

一
般
高
圧
需
要
家
電

気
設
備
の
保
安
管
理
業
務
を
受
託

（自
営
）
し
、
巡

回
点
検
等
を
や
ら
せ
て
貰

っ
て
い
ま
す
。
在
職
中
に

皆
さ
ま
方
か
ら
教
わ

っ
た
諸
々
の
こ
と
が
ら
が
随
所

で
役
立

っ
て
い
て
、
今
更
な
が
ら
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。最

近
は
電
気
の
雑
用
等
も
承
り
、
少
し
で
も
喜
ん

で
貰
え
る
こ
と
が
嬉
し
く
、
ま
た
、
巡
回
等
で
体
を

動
か
し
て
い
る
こ
と
が
健
康

に
、
点
検
調
査
等
で
無

い
チ
エ
を
絞
り
出
す
こ
と
が
ボ
ケ
防
止
に
な

っ
て
い

る
と
考
え
て
い
る
昨
今
で
す
。

◆
　
本
田
　
　
健

　

　

（松
山
市
）

月
日
の
経

つ
の
は
早
い
も
の
で
、
今
年
で
六
回
目

の
年
男
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
電
電
公
社
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
引
き
続
い
て
の

関
連
会
社
で
は
、
多
く
の
方
々
の
お
世
話
に
な
り
、

お
蔭
様
で
今
日
が
あ
る
の
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

デ

フ
レ
不
況
で
厳
し
い
世
の
中
と
な
り
ま
し
た
が

日
頃
は
自
然
と
親
し
み
、
草
花
の
美
し
さ
や
、
花
色

の
神
秘
さ
に
魅
せ
ら
れ
て
、
こ
れ
ら
を
デ
ジ
カ
メ
で

撮
り
、
パ
ソ
コ
ン
に
収
め
て
、
Ｏ
Ｃ
Ｎ
を
介
し
て
メ

ー
ル
す
る
な
ど
機
嫌
よ
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

会
員
皆
様
の
ご
健
康
を
お
祈
り
し
ま
す
。

◆
　
増
田
　
　
恵

　

（伊
予
市
）

皆
さ
ん
お
元
気
で
す
か
。
私
も
Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
退
職
し

て
早
く
も
十
年
が
過
ぎ
去
り
ま
し
た
。

退
職
後
は
地
元
地
区
の
為
に
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
い
そ
し
ん
で
お
り
ま
す
。
た
ま
に
は

ヘ
ボ
碁
や

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
等
で
健
康
維
持

（薬
を
飲
み
な
が
ら

で
す
が
）
を
図

っ
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
お
蔭

様
で
こ
の
十
年
余
り
大
病
も
せ
ず
、
好
き
な
旅
行
に

も
時
々
出
掛
け
自
分
な
り
に
毎
日
の
生
活
を

エ
ン
ジ

ョ
イ
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
自
分
の
身
体
と
相
談
し
な
が
ら
、
ド

イ
ツ

・
ス
イ
ス
等
に
も
行

っ
て
み
た
い
と
思

っ
て
い

ま
す
。

・◆
　
松
原
　
正
雄

　

（松
山
市
）

会
員
の
皆
様
御
元
気
で
す
か
、
早
い
も
の
で
退
職

し
て
二
十
五
年
に
な
り
ま
す
。
そ
の
間
町
内
会
長
、

広
報
委
員
、
老
人
会
会
長
等
で
苦
労
も
あ
り
ま
し
た

が
、
多
忙
な
毎
日
で
し
た
。

八
十
二
歳
と
も
な
り
ま
す
と
心
身
の
衰
え
を
最
近

）
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）

感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

）
特
に
五
年
前
に
大
腸

の
手
術
を
し
て
か
ら
、
酒
も
煙
草
も
や
め
て
お
り
ま

す
。
今
は
健
康
管
理
に
留
意

・
病
院
と
の
付
合
い
を

大
切
に
し
て
お
り
ま
す
．

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
御
健
勝
と
御
多

幸
を
心
か
ら
願

っ
て
い
ま
す
。
楽
し
い
電
友
会
報
を

心
待
ち
に
し
て
お
り
ま
す
。

◇
　
水
口
　
　
寛

　

（砥
部
町
）

退
職
後
は
何
か
を
し
よ
う
と
思

っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

た
ま
た
ま
点
字
の
話
が
あ
り
、
以
後
、
点
訳
本
を
作

成
し
点
字
図
書
館
に
収
め
て
い
ま
す
。

最
初
は
点
字
板
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
を
使

っ
て
い

ま
し
た
が
、
今
は
パ
ソ
コ
ン
で
製
作
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
は
ま

っ
た
く
無
関
心
だ

っ
た

の
で
す
が
、
現
在
は
電
友
会
事
務
所
の
パ
ソ
コ
ン
勉

強
会
に
通
い
、
友
人
等
の
指
導

・
援
助
に
よ
リ
メ
ー

ル
仲
間
入
り
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
パ
ソ
コ
ン
の
い
ろ
い
ろ
な
扱
い
方

を
習
得
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

◆
　
宮
崎
　
悌
次
郎

　

（松
山
市
）

Ｎ
Ｔ
Ｔ
退
職
後
十
六
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、
こ
れ

ま
で
お
蔭
様
で
大
病
も
せ
ず
健
康
に
恵
ま
れ
て
い
る

こ
と
に
感
謝
し
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
ご
ざ

い
ま
す
。

退
職
後
始
め
た

一
日

一
時
間
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と

好
き
な
山
登
り
を
、
唯

一
私
の
健
康
法
と
考
え
現
在

も
続
け
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
山
登
り
は
夫
婦
共
通

の
趣
味
で
も
あ
り
数
年
前
か
ら
は
、
家
族
で
北
ア
ル

プ

ス
や
中
央
ア
ル
プ

ス
の
夏
山
登
山
に
挑
戦
す
る
こ

と
を
年
中
行
事
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
が
何
時

ま
で
続
け
ら
れ
る
か
ち
ょ
っ
と
心
配
で
す
。

一
年
で
も
永
く
続
け
た
い
と
念
願
し
て
お
り
ま
す
。

（
，　
六
車
　
美

一
　

（松
山
市
）

小
生
い
ま
八
十
二
歳
。　
一
見
し
て
丈
夫
そ
う
に
見

え
る
と
み
え
て

「お
元
気
で
す
ね
」
と
お
会
い
す
る

人
か
ら
言

っ
て
く
れ
る
ん
で
す
が
…
　
冬
は
い
け
ま

せ
ん
。
す
ぐ
風
邪
に
や
ら
れ
る
ん
で
す
。

油
断
す
る
と
、
す
ぐ
鼻
と
の
ど
を
や
ら
れ
て
、
そ

れ
か
ら
本
格
的
風
邪

へ
発
展
と
い
う
パ
タ
ー
ン
で
、

そ
の
繰
り
返
し
で
す
。
小
生
に
と

っ
て
冬
は
恐
怖
の

季
節
で
す
。
春

・
夏

。
秋
は
何
で
も
な
い
ん
で
す
が

ね
え
…
。

”冬
来
た
り
な
ば
春
遠
か
ら
じ
“
希
望
を
こ
め
た

こ
の
言
葉
を
信
じ
て
冬
を
凌
ぎ
ま
し
ょ
う
。

◆
　
村
上
　
宏
造

　

（高
松
市
）

退
職
し
て
六
年
に
な
り
ま
す
。
再
就
職
先
も
昨
年

退
職
し
ま
し
た
。
現
在
は
月
に
数
回
、
趣
味
の
尺
八

・
ギ
タ
ー

・
チ

ェ
ロ
を
抱
え
て
老
人
ホ
ー
ム

ヘ
行

っ

て
お
り
ま
す
。
私
の
伴
奏
で
ホ
ー
ム
の
方

々
が
大
声

で
合
唱
し
て
楽
し
ま
れ
る
様
子
に
、
私
の
方
が
感
動

し
元
気
を
も
ら

っ
て
い
ま
す
。
毎
日
、
好
き
な
こ
と

を
し
て
過
ご
せ
る
の
も
Ｎ
Ｔ
Ｔ

へ
勤
め
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
お
蔭
げ
と
、
妻
と
も
ど
も
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。皆

様
の
ご
健
康
を
お
祈
り
し
ま
す
。

◇
　
森
田
　
彬
敬

　

（鳴
門
市
）

退
職
し
て
は
や
七
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
そ
の
間
、

テ
ル
ウ

ェ
ル
で
も
お
世
話
に
な
り
、
経
験
を
生
か
し

て
楽
し
く
働
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
は
、

看
視
員
と
し
て
頑
張

っ
て
い
ま
す
。

今
の
と
こ
ろ
病
気
も
な
く
元
気
で
勤
め
て
い
ま
す

が
、
高
血
圧
予
防
の
た
め
、
休
日
に
は
近
く
の
公
園

へ
の
散
歩
を
日
課
と
し
て
い
ま
す
。

）と
こ
ろ
が
な
か
な
か
実
効
が
上
が
ら
ず
、
時
々
行

く
血
圧
測
定
で
示
さ
れ
る
数
値
に

一
喜

一
憂
し
て
い

る
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。

皆
様
方
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

◇
　
山
端
　
　
健

　

（国
分
寺
町
）

平
成
五
年
十
二
月
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
退
職
し
、
そ
の
後

住
友
海
上
火
災
保
険
、
テ
ル
テ
ッ
ク
四
国
で
お
世
話

に
な
り
こ
の
二
月
に
退
職
致
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
庭
本
の
剪
定
技
術
の
修
得
や
野
菜
作

り
に
挑
戦
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

長
女
は
嫁
い
で
主
人
が
仕
事
の
関
係
で

一
昨
年
か

ら
ア
メ
リ
カ
駐
在
と
な
り
、
現
在

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ

州
に
住
ん
で
い
ま
す
。

今
年
は
夏
休
み
を
利
用
し
て

一
時
帰
省
す
る
と
の

こ
と
な
の
で
今
か
ら
二
人

の
孫
達
に
逢
え
る
の
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

◇
　
和
田
　
偕
子

　

（徳
島
市
）

今
年
も
娘
の
雛
人
形
を
飾
り
ま
し
た
。
雛
人
形
と

い
っ
て
も
小
さ
な
ガ
ラ
ス
の
ケ
ー
ス
に
入

っ
た
団
地

雛
で
す
。
今
ま
で
は
慌
た
だ
し
く
飾
り
、
急
い
で
仕

舞

っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
ゆ

っ
た
り
と
し
た
気

持
ち
で
飾
り
、
し
ば
し
雛
人
形
を
見

つ
め
ま
し
た
。

娘
が
生
ま
れ
て
三
十
余
年
の
歳
月
が
色
々
な
思
い

出
と
な
り
甦

っ
て
来

て
、
ふ
と
我
に
返
り
自
分
も
齢

を
重
ね
た
も
の
と
思
い
な
が
ら
で
も
、
こ
う
し
て
雛

人
形
を
飾
る
喜
び
や
国
の
平
和
を
思
う
と
感
謝
の
念

で

一
杯
で
す
。
こ
の
幸
せ
が
続
き
ま
す
様
に
と
雛
人

形
に
祈
り
手
を
合
わ
せ
ま
し
た
。
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本

社
会
福
祉

・
地
域
貢
献
活
動
賛
助
会
に
つ
い
て

テ
ル
ウ

ェ
ル
で
は
、
社
会
福
祉
活
動
や
地
域
貢
献

活
動
を
よ
り
充
実
し
た
も
の
に
し
て
い
く
た
め

「社

会
福
祉

・
地
域
貢
献
活
動
賛
助
会
」
を
設
立
し
、
社

会
福
祉
施
設

・
団
体

へ
の
援
助
や
、
地
域
貢
献

・
介

護
支
援
活
動
の
支
援
な
ど
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
こ
の

「社
会
福
祉

・
地
域
貢
献
活
動
賛

助
会
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
、
ご
理
解
ご
協
力
を
賜

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

【
目
的

・
活
動
】

こ
の
賛
助
会
活
動
は
、
設
立
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た

だ
い
た
賛
助
会
員
各
位
か
ら
ご
支
援
を
賜
り
、
テ
ル

ウ

ェ
ル
が
主
体
と
な

っ
て
、
主
に
福
祉
分
野
に
お
け

る
社
会
的
要
請
に
応
え
る
た
め
、
社
会
福
祉
施
設
等

へ
の
援
助
活
動

・
介
護
支
援
活
動
お
よ
び
地
域
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
、
公
共
の
福
祉
の
増
進
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

【
賛
助
会
員

。
会
費
】

賛
助
会
の
事
業
目
的
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
そ
の

事
業
活
動
を
援
助
し
よ
う
と
す
る
法
人
及
び
個
人
の

方
を
賛
助
会
員
と
し
て
登
録
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

年
会
費
は
、
法
人
会
員

（
Ａ
）
が

一
口
五
十
万
円
、

法
人
会
員

（
Ｂ
）
が

一
口
十
万
円
、
個
人
会
員
は

一

口

一
万
円
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

【
会
員
の
特
典
】

テ
ル
ウ

ェ
ル
が
実
施
す
る

「家
庭
介
護
教
室
」
ヘ）

の
優
先
参
加
、

「ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
る
介
護

サ
ー
ビ

ス
」
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
等
の
特
典
が

あ
り
ま
す
。

【
そ
の
他
】

①
　
賛
助
会
員

に
は
、
会
員
証
を
発
行
し
ま
す
。

②
　
テ
ル
ウ

ェ
ル
が
開
催
す
る
活
動
に
つ
い
て
は
、

必
ず
賛
助
会
員
の
協
賛
開
催
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に

し
、
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
制
度

の
も
と

「社
会
福
祉

・
地
域

貢
献
活
動
賛
助
会
」
を
運
営
し
、
責
任
あ
る
社
会
福

祉
活
動
、
地
域
貢
献
活
動
を
実
施
す
る
と
同
時
に
、

テ
ル
ウ

ェ
ル
が
こ
れ
ま
で
五
十
年
間
で
培

っ
た
福
祉

の
現
場
に
密
着
し
た
ノ
ウ

ハ
ウ
を
も

っ
て
、
会
員
様

一
人
ひ
と
り
の
善
意
を
無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
具
体

的
な
社
会
貢
献
活
動
と
し
て
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「社
会
福
祉

。
地
域
貢
献
活
動
賛
助
会
」
の
趣
旨

に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
ご
入
会
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

賛
助
会
の
詳
細

。
入
会
の
お
申
込
な
ど
に
つ
い
て

の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
左
記
の
連
絡
先
ま
で
お
願
い

し
ま
す
。

テ
ル
ウ

ェ
ル
社
会
福
祉
部

電
　
話
　
〇
三
―
五
四
四
四
―
六
二
〇

一

テ
ル
ウ

ェ
ル
西
日
本
ｍ
四
国
支
店

厚
生
福
祉
事
業
部

電
　
話
　
〇
八
九

―
九
三
二
―
九
九
五
五

「介
護
セ
ン
タ
ー
愛
松
園
」
の
閉
所
に
つ
い
て

一介
護
セ
ン
タ
ー
愛
松
園

一
は
、
平
成
五
年
九
月
、

一
シ
ョ
‐
ト
ス
テ
イ

・
テ
ル
ウ

ェ
ル
愛
松
園
」
と
し

て
開
設
さ
れ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
各
社
の
社
員
、
退

職
者
お
よ
び
ご
家
族
の
皆
様
を
対
象
と
し
た
、
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
、
デ
ィ

・
サ
ー
ビ

ス
を
運
営
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
十
二
年
四
月
の
介
護
保
険
制
度
の

発
足
に
伴
い
、
社
会
福
祉
法
人
共
済
福
祉
会

「介
護

セ
ン
タ
ー
愛
松
園
」
と
し
て
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
業

者
と
し
て
の
指
定
を
受
け
、
通
所
介
護
サ
ー
ビ

ス

。

訪
問
介
護
サ
ー
ビ

ス

。
居
宅
介
護
支
援
事
業
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
諸
事
情
に
よ
り
平
成
十
四

年
二
月
末
日
を
以
て
閉
所
い
た
し
ま
し
た
。

お
蔭
を
持
ち
ま
し
て
、
今
日
ま
で
大
過
な
く
在
宅

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

（松
山
市
喜
与
町

一
―
八
―
四

介
護
セ
ン
タ
ー
愛
松
園
）

「
が
ん
保
険
」
の
ご
案
内
に
つ
い
て

今
年

一
月
に
お
届
け
し
ま
し
た

「が
ん
保
険
」
の

パ
ン
フ
レ

ツ
ト
等
は
ご
検
討
い
た
だ
き
ま
し
た
で
し

ょ
う
か
。

「検
討
は
し
た
が
、
決
め
か
ね
て
い
る
」

と
い
う
方
も
多
い
か
と
存
じ
ま
す
。

ご
承
知
の
よ
う
に
、

「が
ん
」
の
リ
ス
ク
は

一
生

続
き
、
加
齢
と
と
も
に
高
く
な
る
ほ
か
、
万

一
の
場

合
の
経
済
的
負
担
も
大
き
く
な
り
ま
す
。

ご
案
内
の

「が
ん
保
険
」
は
、
電
友
会
会
員
の
た

め
に
開
発
さ
れ
た
も
の
で
、
ま
さ
か
の
時
の
強

い
助

っ
人
で
す
。
ま
た
、
特
約
Ｍ
Ａ
Ｘ
を
付
加
す
れ
ば
、

あ
ら
ゆ
る
病
気

・
ケ
ガ
の
保
障
も
得
ら
れ
ま
す
。

よ
り
若
い
う
ち
に
ご
加
入
に
な
れ
ば
、
契
約
時

の

保
険
料
の
ま
ま

一
生
涯
の
安
心
が
確
保
で
き
ま
す
。

二
月
以
降
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お

）
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第 118号
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

き
ら
ら
保
険
サ
ー
ビ

ス
ｍ
四
国
支
店

電
話
　
〇

一
二
〇
―
八

一
―
九
九
二
五

（無
料
）

勝
謡
会

　

　

（愛
媛
）

松
本
　
良
格

（松
山
市

勝
謡
会

（会
員
数
三
十
七
名
、
う
ち
女
性
十
八
名
）

で
は
、
観
世
流
師
範
　
有
田
幸
久
さ
ん

（
Ｎ
Ｔ
Ｔ

。

Ｏ
Ｂ
）
の
指
導
を
受
け
、
Ｏ
Ｂ
サ

ロ
ン

「か

つ
や
ま

一
で
、
謡
曲
や
仕
舞
の
稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。

新
春
と
夏
季
の
年
二
回
、
松
山
市
民
会
館
能
楽
堂

で
、
初
謡
会

（
写
真
）
、
ゆ
か
た
会
と
名
付
け
た
発

表
会
を
行
う
ほ
か
、
愛
媛
能
楽
協
会
の
能
楽
祭
等

ヘ

も
出
演
し
、
他
の
同
好
グ
ル

ー
プ
と
の
交
流
も
図

っ

て
い
ま
す
。

毎
月

一
回
の
稽
古
は
、
ク
ラ
ス
別
に
行

っ
て
お
り

い
つ
か
ら
で
も
気
軽
に
始
め
ら
れ
ま
す
。

Ｏ
Ｂ
仲
間
の
皆
さ
ん
も
、
古
典
芸
能
に
親
し
み
な

が
ら
、
健
康
増
進
に
も
役
立

つ
と
い
わ
れ
る
謡
曲
の

道
を
、
ご

一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

Ｎ
丁
丁
徳
島
健
歩
会

　

　

（徳
島
）

佐
藤
　
幸
男

（鴨
島
町
）

原
始
時
代
、
人
は
食
べ
る
糧
を
求
め
て
歩
き
続
け

ま
し
た
。
そ
し
て
、
江
戸
時
代
は
、　
一
日
に
十
里
歩

け
て
よ
う
や
く

一
人
前
と
認
め
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

明
治
時
代
に
は
人
々
の
平
均
歩
数
は
二
万
歩
だ

っ

た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
、
私
達
は

一
日
数
千
歩
の
生
活
を
し
て
お
り
、

運
動
不
足
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
運
動
不
足

解
消
の
手
掛
か
り
と
し
て
、
ま
た
健
康
保
持
の
た
め

仲
間
と
の
親
睦
を
深
め
る
た
め
に
歩
く
会
が
発
足
し

た
の
が
二
十
二
年
前
で
す
。

以
来
毎
月

一
回
、
仲
間
と

一
緒
に
歩
き
続
け
て
き

た
会
が

「Ｎ
Ｔ
Ｔ
徳
島
健
歩
会
」
で
す
。

現
在
八
十
名
の
会
員
で
、
月

一
回
の
定
例
会

で
十

キ

ロ
メ
ー
ト
ル
前
後
を
歩
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

私
達
の
会
で
は
、
新
入
会
員
に
、
入
会
祝
と
し
て

リ

ュ
ッ
ク
サ

ッ
ク
を
贈
り
同
じ
仲
間
の
証
と
し
て
い

ま
す
。　
一
年
間

一
回
も
休
ま
ず
定
例
会

へ
参
加
し
た

）
方
を
総
会
で
表
彰

（皆
勤
賞
）
す
る
こ
と
に
し
て
い

い
ま
す
。
す
で
に
十
年
連
続
皆
勤
を
達
成
し
た
方
、

ま
た
、
そ
れ
を
目
指
し
て
い
る
方
も
た
く
さ
ん
お
ら

れ
ま
す
。

定
例
会
の
な
か
に

一
泊
旅
行
を
設
け
て
変
化
を

つ

け
て
い
ま
す
。
こ
の
旅
行
は
夜
の
懇
親
会
な
ど
、
ま

た
別
の
楽
し
み
が
あ
り
好
評
で
す
。

定
例
会
の
様
子
は
、
徳
島
電
友
会
会
報
の

「サ
ー

ク
ル
だ
よ
り
」
に
毎
号
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の

一
例
を
紹
介
し
、
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
関
心
の
あ
る
方

一
緒
に
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

平
成
十
三
年
二
月
十

一
日

「渦
の
道
」
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

Ｊ
Ｒ
徳
島
駅

。
鳴
門
行
き
終
点
下
車
、
路
線
バ
ス

に
て
鳴
門
公
園

へ
、
徒
歩
で

「渦
の
道
」

へ
向
う
。

ま
だ
少
し
冷
た
い
風
だ

っ
た
が
、
大
潮
の
渦
に
は

迫
力
が
あ

っ
た
。

（参
加
者
二
十

一
名

。
約
六
ｋｎ‐
の

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
し
た
）

（
６
ぺ
―
ジ
下
段
か
ら
）

▽
Ｎ
Ｔ
Ｔ
全
国
宿
泊
施
設

番
町
会
館

（松
山
）
　

紀
伊
会
館

　

（和
歌
山
）

熊
本
会
館

（熊
本
）
　

プ
ラ
ザ
で
い
ご

（
那
覇
）

姫
路
し
ら
さ
ぎ
会
館

（姫
路
）

マ
リ
ン
ト
ー
ク
型

戸
内

（且
ｏ

ベ
ル
プ
ラ
ザ
博
多

（
福
　
岡
）

ベ
ル
プ
ラ
ザ
小
倉

（小
　
倉
）

さ
く
ら
じ
ま
荘

　

（鹿
児
島
）

ベ
ル
パ
ー
ム
　
〓
コ
ミ
員

一

（宮
　
崎
）
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電第 118号

少
し
で
も
パ
ソ
コ
ン
に
関
心
が

あ
る
な
ら
や

っ
て
み
よ
う
―

山
城
　
芳
朋

（藍
住
町
）

で
き
な
く
て
も
、
別
に
困
ら
な
い
。
だ
け
ど

「
で

き
る
よ
う
に
な
れ
た
ら
い
い
な
」
と
、
パ
ソ
コ
ン
に

そ
ん
な
思
い
を
持

っ
て
い
る
人
が
多
い
な
か
、

「自

分
に
も
で
き
そ
う
だ
」
に
変
え
る
こ
と
を
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
徳
島
Ｏ
Ｂ
有
志
で
結
成
し
た
パ

ソ
コ
ン
サ
ー
ク
ル
も
、
早
や

一
年
半
を
経
過
し
ま
し

た
。Ｎ

Ｔ
Ｔ
の
ご
協
力
に
よ
り
、
今
日
ま
で
、
初
心
者

入
門
講
座
、
ワ
ー
ド

・
エ
ク
セ
ル
の
各
講
座
、
と
く

し
ま
Ｉ
Ｔ
ビ
レ
ツ
ジ
で
の
Ｉ
Ｔ
基
礎
講
習
、
Ｏ
Ｂ
サ

ロ
ン
で
の
毎
週
の
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
等
を
実
施
し
、
パ

ソ
コ
ン
人
口
の
増
加
に
努
め
る
と
と
も
に
、

「
Ｎ
Ｔ

Ｔ
徳
島
Ｏ
Ｂ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
の
維
持
管
理
を
通
じ
、

さ
さ
や
か
な
が
ら
パ
ソ
コ
ン
技
術
の
向
上

・
交
流
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

と
く
し
ま
Ｉ
Ｔ
ビ
レ

ッ
ジ

（徳
島
県
が
設
置
し
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
管
理
運
営
を
受
託
し
て
い
る
施
設
で
、
Ｉ

Ｔ
基
礎
講
習
を
実
施
し
て
い
る
）
で
は
、
私
達
サ
ー

ク
ル
の
メ
ン
バ
ー
も

「情
報
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
し

て
お
手
伝
い
さ
せ
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
パ
ソ
コ
ン
に
関
心
を
持
た
れ
、
こ
れ
か

ら
パ
ソ
コ
ン
を
始
め
よ
う
か
と
思

っ
て
い
る
方
に
、

サ
ー
ク
ル
の
初
心
者
講
座
や
、
と
く
し
ま
Ｉ
Ｔ
ビ
レ

ッ
ジ
の
Ｉ
Ｔ
基
礎
講
習
の
中
で
、
感
じ
た
こ
と
、
ま

た
実
際
に
受
講
生
の
皆
さ
ん
に
お
話
し
て
き
た
こ
と

で
、
参
考
に
な
れ
ば
と
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

一

パ
ソ
コ
ン
上
達
二
つ
の
コ
ツ

一　

教
わ
り
上
手
が
上
達
の
近
道

パ
ソ
コ
ン
は
、
我
々
の
年
代
で
は
過
去
の
経
験
を

生
か
そ
う
に
も
、
そ
れ
は
出
来
ま
せ
ん
。

若
い
時
に
は
無
か

っ
た
も
の
、
知
ら
な
い
の
が
当

然
で
す
。
子
供
や
孫
み
た
い
な
若
い
人

に
教
え
ら
れ
、

頭
を
下
げ
る
い
わ
れ
は
な
い
。
屈
辱
…
と
い
ち
い
ち

腹
を
立
て
て
い
て
は
、
パ
ソ
コ
ン
上
達
は
難
し
い
で

す
。

「教
わ
り
上
手
」
で
素
直
な
心
で
再
挑
戦
の
気

持
ち
を
持

つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

一
一　
パ
ソ
コ
ン
で
何
を
や
る
か
決
め
て
お
こ
う

パ
ソ
コ
ン
で
は
、
こ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
！

「イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
楽
し
む
、
電
子
メ
ー
ル
を
使

う
、
画
像
や
動
画
を
編
集
す
る
」

「
ワ
ー
プ

ロ
や
表

計
算
ソ
フ
ト
、
家
計
簿

ソ
フ
ト
や
は
が
き
作
成

ソ
フ

ト
、
暮
ら
し
に
役
立

つ
ソ
フ
ト
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
」

…
…
書
き
出
せ
ば
キ
リ
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
目
的
も

な
し
に
、
た
だ
Ｉ
Ｔ
に
乗
り
遅
れ
ま
い
と
思
い
、
始

め
て
し
ま

っ
た
で
は
悲
劇
で
す
。

ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
を
使

っ
て
い
れ
ば
、
手
と
指
の

運
動
に
な
る
し
、
頭
も
使
う
か
ら
、
老
後
の
生
活
に

は
最
適
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
こ
れ
は
結
果
と
し
て

の
話
で
す
。

「
ワ
ー
プ

ロ
で
町
内
会
の
お
知
ら
せ

ｏ
会
報
を
作

り
た
い
一　
一自
分
の
俳
句
の
句
集
を
作
り
た
い
一　
一

外
国
で
生
活
し
て
い
る
娘
と
メ
　
ル
を
交
信
し
て
み

た
い
一
等
何
で
も
よ
い
か
ら
、
中
高
年
ら
し
い
動
機

目
標
を
持

つ
こ
と
が
、
何
よ
り
も
パ

ソ
コ
ン
を
理
解

す
る
最
初
の

一
歩
で
す
。

パ
ソ
コ
ン
は
道
具
で
あ

っ
て
、
使
う

の
は
人
間
で

す
。
こ
れ
は
自
動
車
の
運
転
と
同
じ
で
、
い
く
ら
車

の
構
造
を
丸
暗
記
し
て
も
ド
ラ
イ
ブ
は
楽
し
く
あ
り

ま
せ
ん
、
目
的
地

ヘ
ド
ラ
イ
ブ
す
る
こ
と
が
楽
し
い

の
で
す
。

〓
一　
習
う
よ
り
慣
れ
よ

分
厚
い
参
考
書
は
、
初
め
か
ら
丸
ご
と
読
む
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
操
作
の
た
び
に
必
要
な
ぺ
―
ジ
を

参
考
に
す
る
程
度

で
よ
い
の
で
す
。

パ
ソ
コ
ン
操
作
も
自
動
車
運
転
と
似
て
い
ま
す
。

「習
う
よ
り
慣
れ
よ
」
で
す
。
自
動
車
の
ハ
ン
ド
ル

も
ク
ラ

ッ
チ
も
ブ
レ
ー
キ
も
使
い
慣
れ
て
い
る
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

あ
な
た
は
パ
ソ
コ
ン
を
ど
の
よ
う
に
使
い
ま
す
か

専
門
家
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
焦
ら
ず
ゆ

っ
く
り
と
、
ほ
ん
の
少
し
だ
け
の
好
奇
心
と
向
上
心

を
用
意
し
て

「少
し
で
も
パ
ソ
コ
ン
に
関
心
が
あ
る

な
ら
、
や

っ
て
み
よ
う
―
」

パ
ソ
コ
ン
は
ツ
ボ
さ
え
分
か
れ
ば
、
誰
で
も
楽
し

く
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
あ
な
た
の
楽
し
い
パ
ソ
コ
ン
ラ
イ
フ

を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

パ
ソ
コ
ン
ウ
ィ
ル
ス
対
策
の
ご
相
談

昨
年
の
暮
か
ら
今
年
に
か
け
て

「バ

ッ
ド
ト
ラ
ン

ス
Ｂ
」
と
称
す
る
パ
ソ
コ
ン
ウ
ィ
ル
ス
が
蔓
延
し
、

パ
ソ
コ
ン
愛
用
者
を
困
ら
せ
ま
し
た
。

そ
の
他
の
ウ
ィ
ル
ス
を
含
め
、
感
染
予
防

・
駆
除

等
に
つ
い
て
お
困
り
の
方
、
左
記

へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
ｃ愛

媛
電
友
会
パ
ソ
コ
ン
教
室

（毎
木
曜
の
午
後
）

電
話
　
〇
八
九
―
九
二
六
―
二
〇
二
三

―- 14 ……



第 1 18号 国  電

や
ま
も
も
句
会

　

（高
知
）

井
上
ひ
ろ
し

百
幹
に
立

つ
風
の
音
竹
の
秋

井
上
す
み
子

や
わ
ら
か
に
水
押
し
分
け
て
鴨
の
列

池
内
　
寿
子

黒
焦
の
竹
の
し
な
う
て
ド
ン
ド
餅

小
笠
原
芳
子

一縁
越
し
て
く
る
ざ
わ
め
き
や
苗
木
市

岡
崎
　
花
子

蕗
の
墓
摘
み
て
夕
前
の
食
卓
に

飛
石
の
濡
れ
色
青
き
春

の
雨

句
帳
な
ど
バ

ッ
グ

に
軽
く
春
関
く
る

寄
居
虫
の
取
り
残
さ
れ
し
忘
れ
潮

百
鳥

の
声
が
遠
く

に
護
摩
読
経

瞬
き
て
春
星

一
つ
粽
欄

の
上

次
の
方
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お

祈
り
致
し
ま
す
。

氏

　

　

　

名

高
藤
　
満
夫
様

西
尾
　
康
喜
様

平
松
　
　
等
様

田
中
　
　
昌
様

真
鍋
　
正
幸
様

大
平
　
秀
明
様

重
見
　
　
力
様

黒
川
二
二
郎
様

新
田
　
貞
彦
様

森
　
　
友
春
様

佐
野
　
儀
則
様

土
居
　
博
之
様

森
　
　
　
昇
様

石
川
　
幸
夫
様

賓
田
　
昭

一
様

細
谷
　
大
生
様

唐
渡
　
英
夫
様

矢
野
　
一
夫
様

日
下
　
久
夫
様

松
本
　
悦
喜
様

飛
弾
　
直
美
様

平
田
　
安
延
様

渡
辺
　
　
久
様

年

歳

古
子

ビ

ュ
ー
パ
ー
ク
玉
川

高
橋
　
見

一

（松
山
市
）

玉
川
ダ
ム
湖
畔
に
立
地
。
六
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の

花
畑
に
、
春
に
菜
の
花
、
夏
は
ひ
ま
わ
り
、
秋
は

ヨ

ス
モ
ス
、
冬
は
葉
ボ
タ
ン
な
ど
四
季
の
花
が
咲
く
ほ

か
、
モ
ミ
ジ
、
桜
、
椿
も
栽
培
。
四
季
の
自
然
が
楽

し
め
る
憩
い
の
場
で
す
。

▽
新
し
い
会
員
を
迎
え
る
時
期
が
き
ま
し
た
。
退
職

者
の
皆
様
に
は
、
退
職
手
続
き
説
明
会
や
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
研
修
会
等
の
中
で
、
入
会
を
お
勧
め
し
て
お
り

ま
す
が
、
会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
も

一
声
掛
け
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▽
次
号
か
ら
、
本
誌
の
編
集
は
稲
毛
文
夫
氏
に
お
願

い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
皆
様
に
は
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。（松

本
）

四
国
電
友
会
会
報
　
第

一
一
八
号

発
　
行何
　
　
平
成
十
四
年
四
月

一
日

編
　
集
　
　
電
友
会
四
国
地
方
本
部

松
山
市

一
番
町
四
―
三

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
愛
媛
支
店
内

電
　
話
　
　
〇
八
九

―
九
二
六
―
二
〇
二
三

印
　
刷
　
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
電
話
帳
株
式
会
社

徒
六
位
勲
六
等
旭
日
賞

従
六
位
勲
六
等
旭
日
賞

勲
六
等
旭
日
賞

徒
六
位
勲
六
等
旭
日
賞

徒
六
位
勲
六
等
旭
日
賞

徒
六
位
勲
六
等
旭
日
賞

日唐 賓 大 重 田
下 渡 田平 見 中 尾

崎
　
由
子

田
内
千
代
子

田
中
幾
久
子

田
中
　
兼
尾

日
日
性
体

力
様

秀
明
様

昭

一
様

英
夫
様

久
雄
様

“
別

の

住

柿

“

生

　

居

内
子
町

安
芸
市

佐
川
町

松
山
市

高
瀬
町

多
度
津
町

北
条
市

今
治
市

高
松
市

松
山
市

松
山
市

砥
部
町

徳
島
市

貞
光
町

高
松
市

高
松
市

高
松
市

松
山
市

徳
島
市

高
知
市

穴
吹
町

上
板
町

今
治
市

1414141414141414141414141414141414141414131313逝
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 去
33333333222222221111121212年

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 月
2921191410 7 3 1282726222220 9 825221811292824日

7377827097769681749075747780768874757878947772
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電 友 会 推 奨

日帰り入院でも保障 !

アメリカンファミリーの

働ie健康応援団MAX〉 なら、
1,自 2日はもちろん、

日帰り入院
州

から保障 !

21・■陥詢ド
一 生 涯 の 保 障
(保険 期 間 :終身 )

契 約 年 齢 :満 3歳～ 満 80歳
解 約 払 戻 金 0コ ー ス

初 め て 診 断 され た とき

診 断 給 付 金 :百躊

h{/worte 1 00 nn
L&.fr#*Ur@*e 1 0rrc

入院 した とき

入 院 給 付 金
1 El;?t 1o, ooo n

5日Ёた上C颯当売入院後
通院 した とき

通 院 給 付 金
1日 につ き 5,000円

特約 MAX21・
・

二爾隋婚薫T
契 約 年 齢 :満 3歳～ 満 80歳

病気 やケガで入院 した とき

疾 病・災 害 入 院 給 付 金

1日 :こ つ き

5,000円 (1日 日から)

群 賃害手術給付ダ (製餡)1回
に
ずrTT蹴為

*1日 帰り入院 (一 日入院)と は、入院日=退院日の入院で、入院料の支払いの有無で、入院であるかどうかが
判定されます。

*2手術給付金は、がん・上皮内新生物の場合でもお支払いします。手術の種類によっては、回数の制限があ
ります。

※ おからだの状態等によっては、がん以外の疾病でも、他のご契約者との公平を保つため、ご契約をお断り
することがあります。

※ 詳細はパンフレット、ご契約のしおり・約款をご覧ください。

(引 受保険会社 )

あなたがしっかう考えて選ぶ保険会社でありたい。一――――

■募集代理店

Arurc PJlDi>)rlt)-.tfi
きらら保険サービス株式会社 四国支店

0120-81-9935□図089-998-3917

ひと安心Ⅱ

東京第二営業本部 第二支社〒1630456新 宿区西新宿211新 宿三井ビル 80333441889  〒7000874松 山市南持田町403テルウェル松山第一ビル TEL 080 998 3977

ひ と安 心 Ⅱ・ 1
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